
 

 

 

第 51回常盤祭大成功！ ありがとうございました 
9 月 25 日（金）・26 日（土）の２日間にわたり、第 51 回常盤祭が実施され、終了いたしまし

た。今年度の常盤祭は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、年度当初は常盤祭が開催でき

るかどうかもわからないような状況でしたが、ご来賓、保護者の皆様、地域の皆様への一般公開を中

止とさせていただいた中での実施となりました。また内容も音楽会を延期して分散開催とするなど、

感染防止対策のため、例年行っていた内容を大きく変更しての実施となりました。 

生徒達は、「FRESH～はじける思い、未来へ～」のテーマのもと、「できないことを嘆くのではな

く、できることを精一杯やりたい」「今年だからこそできることや今年しかできないことをやりた

い」との願いをもって準備を進めてきました。「常盤祭を成功させたい」「常盤祭を楽しみたい」「常

盤祭を通し、自分自身やクラス、学年、さらに常盤中を成長させたい」という思いを、未来への希望

として表現していく常盤祭にしようと頑張っていました。新型

コロナウイルス感染拡大防止のため、当日は、座席の間隔を十

分に広げ、常時換気を行いつつ各ステージが実施されました。 

【当日の様子より】 
〇1 日目 

 ・開祭式 

 常盤祭の開祭が校友会長より宣言されました。常盤祭ポスタ

ー作製者の表彰が行われ、続いて美術部が作成したステージバ

ックの披露がありました。今年度のテーマにふさわしい、みず

みずしい躍動感が感じられるステージバックが披露されました。続いて、全校制作で作成した「未来

につなぐ木彫校歌額」が披露されました。この額は「様々な制限がある中での学校生活と校友会活動

に精一杯取り組んでいる思いを形に残したい」「常盤中が大切

にしている校歌にかかわる制作を自分たちの手で行いたい」と

いう思いから、今年の全校制作が生まれました。現在、校舎の

２階廊下に設置されている、「大地讃頌」と「校友会歌」の額

は約 30 年前の校舎建て替えの際に出た旧校舎の床板を使って

平成 4 年度と平成 6 年度に制作したものだそうです。今回

は、第 51 回目の常盤祭を新たなスタートを踏み出す節目とと

らえ、未来へとつなぐ全校制作としました。制作途中には、3

年生の役員が１・２年生にやさしく指導している様子も見られ

ました。この「未来へつなぐ木彫校歌額」は既に設置されている他の２つの額の近くに設置する予定

です。今後何十年もの間、常盤中学校に残る生徒達にとっても思い出深い制作となったと思います。 

 ・意見発表会 

 テーマを「新型コロナウイルスから学んだこと」と設定し、各学年 1 名ずつ作文を発表しまし

た。続いて、フロアーより自由に意見を発表し合いました。「普通に学校生活ができることの有り難

さを感じた」「毎日ご飯を作ってくれたお家の方に感謝の気持ちを伝えたい」など、今回の新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止のための臨時休業によって、生徒達が感じた様々なことについて、多くの

率直な意見が出され、全校で考え合いました。 

・校友会企画① 

 常盤中学校の生徒の様子について、校友会役員が動画を作成し鑑賞しました。 

・展示見学 

 クラスごとにまとまって、各クラスや美術部の展示を見学しました。友達の作品を鑑賞し合う良 
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い機会となりました。 

・フリーステージ 

 7 チームが出演し、ダンスあり、歌唱ありのステージを繰り広げました。 

・部活動発表 

 ＜技術部＞学年ごとに作成した動画を、全校で鑑賞しました。それぞれの学年の特色の出た楽し

い動画でした。 

＜合唱部＞合唱することの難しい状況での練習でしたが、オペラから J-POP まで様々なジャン

ルの曲が美しいハーモニーと共に発表されました。 

〇２日目 

 ・部活動発表 

  ＜吹奏楽部＞様々な曲をテンポ良く発表してくれました。ソロで発表する部分や、「今日から俺

は」のダンスも混ぜた楽しいステージでした。 

 ・校友会企画② 

  「未成年の主張」が体育館で行われました。5 名の生徒が順番に、自分の言いたいことをギャラ

リーの上から全校に向かって訴えました。生徒や先生に対する感謝の言葉が多かったです。 

 ・生徒会企画③ 

  「クイズ！目指せ常盤マスター！！」と題し、常盤中に関するクイズを

感染対策のため教室を分散し、クラス対抗で行いました。 

 ・閉祭式 

  各クラス、部活動、須坂支援学校中学部のみなさん、職員、が別々に撮

影し合成した「負けないで」のリモート合唱が披露されました。また、

「希望の光」をつなぐ、という演出の最終ランナーである校友会長が体育

館に到着し、「希望の光（火）」を灯すセレ

モニーが行われました。全校生徒が一人一

つずつのろうそくを持ち、灯された火を見

て常盤祭を振り返りました。また、ステー

ジ上には、全校生徒が書いた未来への様々

な願いが貼られたランプシェードにも火が

灯され、幻想的な雰囲気の中、校友会長の

閉祭宣言となりました。 

  29 日（火）には、体育祭が実施されました。グランドではありましたが、隣の生徒との間隔を

十分にとり、感染対策を十分に行いながら、実施しました。秋らしい好天の中、クラス対抗競技に

励む生徒達の姿が見られました。 

先の見えない中、生徒が主体となり教職員も一緒になって支援しながら、手探り状態で何ヶ月も

前から準備を進めてきたことによって、目標をもち、協力したり助け合ったりしながら常盤祭を成

功させることができたように思います。常盤祭という行事をやり遂げ、校友会役員のみなさんはも

ちろん、全校生徒が大きく成長することのできた常盤祭であったと思います。 

尚、常盤祭当日の様子につきましては、グーライトさんが撮影し、編集をしてくださいます。

DVD にして、家庭数配布すると共に、グーライトでも番組として放送する予定です。ご承知おき

ください。 

                お知らせ 
〇各教室に網戸が設置されました 

「学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る補助金」を活用して、各教室に網戸が設置されました。先日

設置された壁掛け式扇風機と併せ、有効活用しております。 
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